
小学校 外国語活動

Ⅰ 新設の趣旨及び目標・内容等
１ 新設の趣旨

中央教育審議会から次のように答申されたことを踏まえ、新設された。

（１）社会や経済のグローバル化が急速に進展し、異なる文化の共存や持続可能な発展に向けて国

際協力が求められるとともに、人材育成面での国際競争も加速していることから、学校教育に

おいて外国語教育を充実することが重要な課題の一つとなっている。

（２）我が国においては、外国語教育は中学校から始まることとされており、現在、中学校におい

てあいさつ、自己紹介などの初歩的な外国語に初めて接することとなる。しかし、こうした活

動はむしろ小学校段階での活動になじむものと考えられる。また、中学校外国語科では、指導

において聞くこと及び話すことの言語活動に重点を置くこととされているが、同時に、読むこ

と、書くことも取り扱うことから、中学校に入学した段階で４技能を一度に取り扱う点に指導

の厳しさがあるとの指摘もある。こうした課題を踏まえれば、小学校段階で外国語に触れたり

体験したりする機会を提供することにより、中・高等学校においてコミュニケーション能力を

育成するための素地をつくることが重要と考えられる。

（３）小学校段階における英語活動については、現在でも多くの小学校で総合的な学習の時間等に

おいて取り組まれているが、各学校における取組には相当のばらつきがある。このため、外国

語活動を義務教育として小学校で行う場合には、教育の機会均等の確保や中学校との円滑な接

続等の観点から、国として各学校において共通に指導する内容を示すことが必要である。この

場合、目標や内容を各学校で定める総合的な学習の時間とは趣旨・性格が異なることとなる。

また、小学校における外国語活動の目標や内容を踏まえれば一定のまとまりをもって活動を行

うことが適当であるが、教科のような数値による評価にはなじまないものと考えられる。これ

らのことから、総合的な学習の時間とは別に高学年において一定の授業時数（年間３５単位時

間、週１コマ相当）を確保する一方、教科とは位置付けないことが適当と考えられる。

２ 目標及び内容等

（１）教育課程上の位置付け

・外国語活動として第５学年及び第６学年において、それぞれ年間３５単位時間の授業時数を確

保した。

・英語を取り扱うことを原則とした。

（２）目標

・目標をコミュニケーション能力の素地を養うこととし、中学校との連携を図った。

・外国語を用いて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成に重点を置いた。

・外国語活動の目標については、学年ごとに示すのではなく、より弾力的な指導ができるよう２

学年間を通した目標とした。

（３）内容

◆ 外国語活動

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、
コミュニケーション能力の素地を養う。

１ 主としてコミュニケーションに関する事項
（１）外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験すること。
（２）積極的に外国語を聞いたり、話したりすること。
（３）言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。

２ 主として言語と文化に関する事項
（１）外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いを知り、言葉

の面白さや豊かさに気付くこと。
（２）日本と外国との生活、習慣、行事などの違いを知り、多様なものの見方や考え方

があることに気付くこと。
（３）異なる文化をもつ人々との交流等を経験し、文化等に対する理解を深めること。
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・２学年間を通じて達成される内容を示した。

・外国語を用いて積極的にコミュニケーションを図るための内容と、日本と外国の言語や文化に

ついて、体験的に理解を深めるための内容との二つとした。

・「外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませ」ることは、日本と外国の言語や文化について、

体験的に理解を深めさせる内容の中に含めた。

（４）言語活動の充実

・「外国語を用いた体験的な活動を通して、コミュニケーション能力の素地を養う外国語活動の

実施」を目指し、以下の２点を大切にする。

① 語彙や表現を覚え込ませるのではなく、コミュニケーションを重視する。

② ネイティブ・スピーカーだけに任せるのではなく、学級担任が中心となって指導する。

３ 具体的な事項 （別紙）

Ⅱ 移行措置
１ 移行期間中の特例

改正省令附則第２項の規程により外国語活動を加えて教育課程を編成する場合における外語活
動の指導に当たっては、改正省令附則第３項の規程により各学校が定める授業時数に応じて、新
小学校学指導要領第４章の規程の全部又は一部によるものとする。

２ 移行措置の解説

（１）移行措置の内容

・外国語活動については、移行期間中から教育課程に加えることができることとしたこと。

（２）学習指導上の留意事項

・外国語活動については、各学校の状況に応じて計画的に準備を進め、平成２３年度からの実施

に円滑に移行できるようにすること。

３ 移行期間中の指導計画

（１）指導計画の作成

① あくまでも音声を大切にして、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成に

重点を置いた指導計画の作成に当たることを基本とし、児童や地域の実態に応じて、学年ご

との目標を適切に定め、２学年間を通して外国語活動の目標の実現を図るようにする。

② 第２の内容のうち、主として言語や文化に関する事項の指導については、主としてコミュ

ニケーションに関する事項の内容との関連を図るようにし、体験的な学習を大切にする。

③ 指導内容については、児童が進んでコミュニケーションを図りたいと思うような、興味・

関心のある題材を扱うとともに、身近で自然な場面をもとに、楽しく夢中になってコミュニ

ケーションできる体験的な活動を設定する。

④ 音声や表現方法、言語材料については繰り返し触れ、段階的かつ自然に慣れ親しむことが

できるよう、単元及び一単位時間の学習過程を工夫する。

⑤ 指導計画の作成や授業の実施については、学級担任の教師が中心となりながら、外国語活

動を担当する教師との協力を大切にする。また授業の実施に当たっては、ネイティブ・スピ

ーカーの活用に努めたり、外国語の堪能な地域の人々の協力を得たりするなど工夫する。

⑥ 外国語活動担当者がコーディネーター的役割を果たすなど全校による指導体制を整えると

ともに、担任が中心となって指導できるよう英語や指導法についての校内研修を充実させる。

⑦ 中学校との円滑な接続を視野に入れ、指導計画を作成する。

（２）授業時数

第５学年及び第６学年においては、総合的な学習の時間の授業時数を、学年ごとに３５単位

時間まで外国語活動に充てることができることを踏まえ、以下の時数をめどとしながら、平成

２３年度の完全実施へ円滑に移行できるよう、各学校において適切に授業時数を設定する。
第５学年 第６学年

平成２１年度 １５～３５ １５～３５
平成２２年度 ２５～３５ ２５～３５
平成２３年度（完全実施） ３５ ３５
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新設の要点 ・

Ⅰ 新学習指導要領の趣旨及び新設事項

１ 新設の趣旨

（１）社会や経済のグローバル化に伴い、学校教育におけ

る外国語教育の充実が重要な課題である。

（２）小学校段階で、外国語に触れたり体験したりする機

会を提供することにより、中・高等学校においてコミ

ュニケーション能力を育成するための素地をつくる

ことが重要である。

（３）外国語活動を義務教育として小学校で行う場合、総

合的な学習の時間とは別に高学年において一定の授

業時数（年間３５単位時間、週１コマ相当）を確保し、

教科とは位置付けない。

Ⅱ 目標及び内容

１ 新設の主な特徴

（１）コミュニケーション能力の素地を養うことを目的と

して中学校との連携を図る。

（２）積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の

育成を図る。 
（３）弾力的な指導ができるように２学年間を通した目標

設定をする。

（４）総合的な学習の時間とは趣旨や性格が異なることか

ら、その時間とは別に高学年において一定の授業時数

を確保する。

２ 具体的な内容

○ 教育課程上の位置付け

・外国語活動として、第５学年及び第６学年において、

それぞれ年間３５単位時間の授業時数を確保

・英語を取り扱うことを原則

１ 目標

（１） 外国語を通じて、言語や文化について体験的に理

解を深める。

（２） 外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成を図る。

（３） 外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に

慣れ親しませる。

○ コミュニケーション能力の素地を養う。

・小学校段階にふさわしい国際理解やコミュニケーショ

ンなどの活動を通じて、コミュニケーションへの積極

的な態度を育成するとともに、言葉への自覚を促し、

幅広い言語の能力や国際感覚の基礎を培うことを目的

とする外国語活動の新設について、中央教育審議会か

ら答申されたことを踏まえている。

・多くの小学校で総合的な学習の時間などにおいて英語

活動が実施されているが、指導時数や指導内容等にお

いて相当のばらつきがあるため、機会均等の確保や中

学校との円滑な接続等の観点から共通の指導内容を示

すこととなった。（共通教材としての英語ノート１・２

を高学年に配布）

・「コミュニケーション能力の素地」とは、目標の３点を

示す。これらは、中・高等学校の外国語科で示すコミ

ュニケーション能力を支えるものであり、中学校の外

国語科への円滑な移行を図ることを大切にする。

・教科のような数値による評価にはなじまない。

・小学校では「コミュニケーション能力の素地」づくり

を目指し、それを踏まえて中学校では「コミュニケー

ション能力の基礎」づくりを目指す。 

・外国語活動の目標は三つの柱から成り立っており、こ

れらを踏まえた活動を統合的に体験することで、中・

高等学校における外国語科の学習につながるコミュニ

ケーション能力の素地を養う。 
・特に、英語のスキルの習得のみを目標とした授業には

ならないように注意しながら、目標に示された３つの

柱を統合的にバランスよく指導することを重視する。

・コミュニケーション能力の素地とは、「言語や文化に

対する体験的な理解」「積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度」「外国語の音声や基本的な表現

への慣れ親しみ」を指す。

・外国語を注意深く聞いて相手の思いを理解しようとし

たり、他者に対して自分の思いを伝えることの難しさ

や大切さを実感したりしながら、積極的に自分の思い

を伝えようとする態度の育成を目指す。 

・知識のみにより理解を深めるのではなく、体験を通し

て言語や文化について理解を深める。言葉の大切さや

豊かさ等に気付かせたり、言語に対する興味・関心を

高めたり、これらを尊重する態度を身に付けさせたり

する。

・総合的な学習の時間とは別に「外国語活動」を教育課

程上新たに設定し、学習指導要領に示された目標や内

容の実現に向けて指導を行う。 

３ 具体的な事項

・（１）（２）（３）すべて「外国語を通じて」という特有

の方法によって行い、目標の実現を図る。 

・中学校段階の文法等の外国語教育の単なる前倒しでは

なく、体験的に「聞くこと」「話すこと」を通して、音

声や表現に慣れ親しむことを大切にする。スキル向上

のみを目標としない。

補足点 強調点
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２ 内容

１ 外国語を用いて積極的にコミュニケーションを

図ることができるよう、次の事項について指導する。

（１）外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさを

体験すること。

（２）積極的に外国語を聞いたり、話したりすること。

（３）言語を用いてコミュニケーションを図ることの大切

さを知ること。

２ 日本と外国の言語や文化について、体験的に理解

を深めることができるよう、次の事項について指導す

る。 

（１）外国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、

日本語との違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付

くこと。

（２）日本と外国との生活、習慣、行事などの違いを知り、

多様なものの見方や考え方があることに気付くこと。

（３）異なる文化をもつ人々との交流等を体験し、文化等

に対する理解を深めること。

Ⅲ 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するも

のとする。

（１）英語を取り扱うことを原則とすること。

・音声面では児童の柔軟な適応力を十分生かす。

例１：日本語 ミルク（mi-ru-ku）３音節

英語 （milk）１音節

英語の歌やチャンツを通してリズムやイントネーショ

ンを体感して、日本語と英語の音声面の違いに気付く。

例２：brother の/r/や/th/の音に触れたり、意味におい

ても日本語との違いを知ることができる。

・日本語は、相手によって敬語等の表現方法を使い分け

たり、人称が同じでも言い方が違うなどの特徴があ

り、英語では、場面に応じて使う特有の表現があるな

どの特徴や面白さへの気付きを大切にする。

・使える外国語を駆使し、さまざまな相手と互いの思い

を伝え合い、コミュニケーションを図ることの楽しさ

を実際に体験することを大切にする。

・３項目から成り立つ目標に対して内容は二本柱となっ

ている。外国語活動の目標を実現するためには、内容

面では「言語や文化の理解」「積極的な態度の育成」と

し、これらを外国語を通して行うことで、外国語の音

声や基本的な表現に慣れ親しむことが大切である。

・パターン・プラクティス（表現習得のために繰り返し

行う口頭練習）やダイアローグ（対話）の暗唱など、

「聞くこと」「話すこと」などのスキル向上のみを目

標とした指導は行わない。

・表現力や理解力に乏しいとされる児童に、普段使い慣

れていない外国語を使用したコミュニケーションの体

験を通して、言語を用いてコミュニケーションを図る

ことの難しさと大切さを実感させる。

・中学校外国語科におけるあいさつ、自己紹介などの活

動は小学校段階でなじむものと考えられる。

・外国語を初めて学習することを踏まえて、過度の負担

をかけないために、「外国語を聞いたり、話したりする

こと」を主な活動内容に設定した。

・外国の文化のみならず自国の文化を含めた様々な国や

地域の生活、習慣、行事などを積極的に扱うことが期

待される。（食生活・遊び・地域の行事など）これらは

知識だけでなく体験的な活動を通して、それらの違い

や多様なものの見方や考え方があること等について具

体的に気付かせる。

・英語が世界で広くコミュニケーションの手段として

用いられている実態があり、中学校での外国語科は英

語を履修することが原則となっているが、英語のみが

優れた言語という意識をもたないよう留意する。英語

を原則としつつも、英語以外のさまざまな外国語に触

れたり、英語圏以外の文化について理解を深めたりす

るよう工夫を行うことは大切である。

・ネイティブ・スピーカーや地域に住む外国人などの

人々との交流を通して体験的に文化などの理解を深

めることも必要である。

・２学年間を通じて達成される内容として示された。文

末が「～できる」となっていないことに留意する。

・外国の文化（例：クリスマス等）については知ってい

ても、自国の文化（例：茶道、華道等）について知ら

ないという状況もみられる。
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（２）各学校においては、児童や地域の実態に応じて、学

年ごとの目標を適切に定め、２学年間を通して外国語

活動の目標の実現を図るようにすること。

（３）主として言語や文化に関する内容の指導について

は、主としてコミュニケーションに関する内容と関連

を図るようにすること。その際、言語や文化について

は体験的な理解を図ることとし、指導内容が必要以上

に細部にわたったり、形式的になったりしないように

すること。

（４）指導内容や活動については、児童の興味・関心にあ

ったものとし、国語科、音楽科、図画工作科などの他

教科等で児童が学習したことを活用するなどの工夫

により、指導の効果を高めるようにすること。

（５）指導計画の作成や授業の実施については、学級担任

の教師又は外国語活動を担当する教師が行うことと

し、授業の実施に当たっては、ネイティブ・スピーカ

ーの活用に努めるとともに、地域の実態に応じて、外

国語に堪能な地域の人々の協力を得るなど、指導体制

を充実すること。

（６）音声を取り扱う場合には、ＣＤ，ＤＶＤなどの視聴

覚教材を積極的に活用すること。その際、使用する視

聴覚教材は、児童、学校及び地域の実態を考慮して適

切なものとすること。

（７）道徳の時間などとの関連を考慮しながら、第３章道

徳の第２に示す内容について、外国語活動の特質に応

じて適切な指導をすること。

２ 第２の内容の取扱いについては、次の事項に配慮する

ものとする。

（１）２学年間を通じ指導に当たっては、次のような点に

配慮するものとする。

ア 外国語でのコミュニケーションを体験させる際に

は、児童の発達の階段を考慮した表現を用い、児童

・ネイティブ・スピーカーや地域に住む外国人などの

人々との交流を通して体験的に文化などの理解を深

めることも必要である。（地域人材の効果的活用）

・ネイティブ・スピーカーなどの人々の協力を得にくい

場合は、CD や DVD などの視聴覚教材の積極的な活用

も有効。（ただ DVD を見るだけで終わってしまわない

ように。）過度に文字を習得させたり、過度に対話文を

暗記させて演じたりすることを目的としたものはそぐ

わない。

・単数を複数形にしたり、冠詞などを強調したり、知
識で理解させたり、暗記させたりすることで、児童
の自己表現したいという気持ちやコミュニケーショ
ンを図ることへの興味を失わせることのないよう留
意する。

・外国語でのコミュニケーションを体験させることが大

切であり、発達の段階を考慮し、抽象的でイメージ化

できないものは避けるなど、児童に対して過度の負担

を強いることのないよう配慮したい。

・児童の興味・関心のある題材や活動を設定するために

は、児童理解が大前提となる。初めて出会う外国語へ

の不安を取り除き、新しいものへ挑戦する気持ちや失

敗を恐れない雰囲気を作り出すためには、豊かな児童

理解に基づいた高まり合う学習集団づくりが求められ

る。このことを踏まえ、時には英語学習者のモデルと

なりながら、児童と一緒になって活動を進めていく学

級担任の存在が非常に重要である。

・外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を

深めることは、自国や他国の文化への理解が深まり、

日本人としての自覚をもって世界の人々との親善に努

めることにつながるものである。

・外国語を用いてコミュニケーションを図ることの体験

を通して、相手の思いを理解しようとしたり、自分の

思いを伝えようとしたりする態度の育成は、自他共に

尊重し協力し合う態度として道徳教育につながるもの

である。

・総合的な学習の時間内での取組などを生かすととも
に、児童の実態や地域の実情に応じて、学習指導要領
の３つの目標の趣旨を踏まえて各学校が主体的に学
年ごとに目標を定めることとする。

・児童が進んでコミュニケーションを図りたいと思うよ

うな興味・関心のある題材を取り上げたり、身近で自

然な場面を設定したりする。
・児童が興味・関心を示す題材を取り扱い、児童がやっ
てみたいと思うような活動を通して、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度を養う。さらに他教
科で得た知識や体験などを生かして活動することで知
的好奇心を刺激することにもつながる。

・日本語やカタカナへの置き換え、機械的な繰り返しで

はなく、さりげなく ALT の英語に触れさせたり、英語

の音声への気付きを促したりする。

・音声の違い、漢字とアルファベット、さまざまな地
域で話される英語を扱った活動を通して言葉の表し
方の違いや言葉の多様性、面白さや豊かさに気付か
せる。
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にとって身近なコミュニケーションの場面を設定す

ること。

イ 外国語でのコミュニケーションを体験させる際に

は、音声面を中心とし、アルファベットなどの文字や

単語の取扱いについては、児童の学習負担に配慮しつ

つ、音声によるコミュニケーションを補助するものと

して用いること。

ウ 言葉によらないコミュニケーションの手段もコミ

ュニケーションを支えるものであることを踏まえ、ジ

ェスチャーなどを取り上げ、その役割を理解させるよ

うにすること。

エ 外国語活動を通して、外国語や外国の文化のみなら

ず、国語や我が国の文化についても併せて理解を深め

させることができるようにすること。

オ 外国語でコミュニケーションを体験させるに当た

り、主として右に示すようなコミュニケーションの場

面やコミュニケーションの働きを取り上げるように

すること。

（２）児童の学習段階を考慮して各学年の指導に当たって

は、次のような点に配慮するものとする。

ア 第５学年における活動

外国語を初めて学習することに配慮し、児童に身近

で基本的な表現を使いながら、外国語に慣れ親しむ活

動や児童の日常生活や学校生活にかかわる活動を中

心に、友達とのかかわりを大切にした体験的なコミュ

ニケーション活動を行うようにすること。

イ 第６学年における活動

第５学年の学習を基礎として、友達とのかかわりを

大切にしながら、児童の日常生活や学校生活に加え、

国際理解にかかわる交流等を含んだ体験的なコミュ

ニケーション活動を行うようにすること。

Ⅳ 移行期間中の留意事項

・外国語活動については、各学校の状況に応じて計画的に

準備を進め、平成２３年度からの実施に円滑に移行でき

るようにすること。

・コミュニケーションの場面の設定や、働きを意識した

指導を行う際の手がかりとする。
・コミュニケーションの場面の例
→コミュニケーションが行われる場面のこと
※中学校では「言語の使用場面」として例示

(ア)特有の表現がよく使われる場面
・あいさつ・自己紹介・買物・食事・道案内 など

(イ)児童の身近な暮らしにかかわる場面
・家庭での生活・学校での学習や活動・地域の行事
・子どもの遊び など

・コミュニケーションの働きの例
→コミュニケーションを図ることで達成できること
※中学校では「言語の働き」として例示
(ア)相手との関係を円滑にする (イ)気持ちを伝える
(ウ)事実を伝える (エ)考えや意図を伝える
(オ)相手の行動を促す

・第５学年では、友達や家族、地域、社会とのつながり

に焦点を当てた活動（例えば、「あいさつ」「自己紹介」

「買い物」「学校生活」など）を行う。その際、外国語

を初めて学習することに配慮しつつ、児童にとって過

度の負担にならないように指導し、発達の段階を考慮

しながら、活動が単調にならないように留意する。

・日本語とは違った外国語の音声やリズムなどに充分に

慣れさせ、聞き慣れた表現から話させる。歌やチャン

ツなど、柔軟や適応力を生かした活動を位置付ける。

・発音と綴りとの関係は、中学校学習指導要領により中

学校段階で扱うものとされ小学校段階では扱わない。

・アルファベットの文字指導は、外国語の音声に慣れ親

しんだ段階で開始するように配慮し、活字体の大文

字、小文字に触れる段階に留める。文字を正しく書く

指導は小学校段階としては不適切。

・ジェスチャー（言葉によらないコミュニケーション）

や表情を手がかりにすることで相手の思いや意図を

理解したり、より正確に自分の思いを伝えたりするこ

とができることに気付かせる。

・日本のお辞儀の習慣やひらがな、カタカナ、漢字な

ど共通点や相違点に気付かせることもできる。知識

の伝達にならないように留意する。

・第６学年では、第５学年での経験をもとに、友達との

かかわりを大切にしながら、世界へのつながりや広が

りに関する活動へ発展させていくことをねらいとす

る。（例えば、「世界のさまざまなあいさつ」「世界の文

字」など）外国語を用いた交流活動などの体験的なコ

ミュニケーションを深め、外国人とコミュニケーショ

ンを図る楽しさを体得することができるとともに、中

学校外国語科に向けてのコミュニケーション能力の素

地をつくることが可能となる。

・総合的な学習の時間の授業時数を学年ごとに３５単位

時間まで外国語活動に充てることができることを踏ま

え、平成２３年度の完全実施へ円滑に移行できるよう

各学校において適切に授業時数を設定する。 

・一語一語分析しないで表現として扱う。


